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論文内容の要旨
【目的】
1958年に河村が Ghiari の骨盤切り術の術式を改良して考案したドーム状骨盤骨切り術の合理性については，彼自
身の経験例の報告を除くと 誰も詳細に分析した者はなかった。そこでわれわれは本術式の有用性とその適応を明ら
かにするため，自験例の長期成績を分析した。
【方法ならびに成績】
1978年から 1986年の聞に臼蓋形成不全股122例135関節に対し，本術式を行った。その中で 5 年以上経過観察のでき
た91例101関節に対し その臨床像と X 線学的な関節症の進行につき評価した。
術前の関節症の進行度は，日本整形外科学会の病期分類で前期40関節，初期31関節，進行期30関節，末期 O 関節で
あった。手術施行された反対側の股関節への影響も検討した。経過観察期間は 5 ，....， 14年(平均8.3年)，手術時年令は
15"""55才(平均30才)であった。
Merle d' Aubigné 股関節機能評価で92%の症例が最終追跡調査時，優又は良の評価で披行を呈する症例は，大転
子下降が十分行われた場合に消失することが多かった。 X 線学的には91関節が良好な臼蓋のリモデリングを示し，関
節症の進行は防止されていた。
本術式において骨盤をドーム状に骨切りすることと，大転子の引き下げによる股関節外転筋力の温存が良好な成績
につながったものと考えられる。関節症の進行を 10関節 (9.9%) に認めたが，その中の末期に至った 6 関節は
salvageのために人工股関節全置換術が施行された。術前に関節症変化が進行期であるもの，外反股を呈するもの，
高令，術後の外転筋力が回復しないものが，統計学的分析より危険因子であることがわかった。従って，手術適応に
おいてこれら危険因子を十分考慮すべきである。また手術側の反対側に対しては特に影響は認めなかった。
【総括】
ドーム状骨盤骨切り術は，臼蓋形成不全股のうち関節症性変化が前期および初期まで、の症例については，非常に有
効な術式である O また外反股(1500 以上の頚体角)に対する内反骨切り術の追加や大転子の引き下げを 10mm 以上
行うようにすることで手術の成功をより確実なものにできるO
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論文審査の結果の要旨
ドーム状骨盤骨切り術の概念は，河都文一郎教授により 1958年に考案され，臼蓋形成不全に対する生体力学的に
理にかなった手術方法と考えられている。しかしながら実際的にこの手術方法の臨床的応用について，誰も詳細に
長期成績を分析したものはなかった。
本研究では，臼蓋形成不全由来の変形性関節症に対する本術式の 5 年以上の長期成績を分析し，成績不良に関する
危険因子を明らかにするとともに，正しい適応で，正確な手術が行われた症例において，本術式の優れた効果と，そ
の概念の妥当性が示された。この結果は，本術式の適応決定において究めて有用な知見であり，学位に値する研究と
考えられる。
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